
今年３月31日をもって閉校となる力昼小学校。

同月１９日最後の卒業生となった福井知良くんと金澤恒慧くん

２名の卒業式がしめやかに執り行われた。

夢と希望に満ちた力小の伝統は、１２０年の歴史とともに、

多くの思い出が卒業生の心に刻まれ、

いつまでも忘れられることはないでしょう！

そして、新たな歴史がスタートする。
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私
は
「
ふ
る
さ
と
の
誇
り
と
希
望

を
育
む
ま
ち
づ
く
り
」、「
一
人
ひ
と

り
が
生
き
生
き
と
輝
く
元
気
な
ま
ち

づ
く
り
」、「
地
域
の
各
産
業
が
多
岐

に
わ
た
っ
て
連
携
し
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
力
を
つ
け
る
ま
ち
づ
く
り
」
の

３
つ
の
柱
を
基
本
姿
勢
と
し
て
町
政

推
進
に
あ
た
っ
て
参
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
地
方
分
権
（
地
域
主
権
）

は
、
道
州
制
の
導
入
論
議
の
な
か
で

も
位
置
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
市
町

村
が
基
礎
自
治
体
と
し
て
重
要
な
役

割
と
責
務
を
担
う
時
代
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
市
町
村
こ
そ
が
地
域
住
民

と
接
す
る
「
よ
り
身
近
な
行
政
を
担

う
場
」
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
す
る

も
の
で
あ
り
、
そ
の
可
能
性
と
と
も

に
「
自
己
決
定
」「
自
己
責
任
」
が
、

な
お
一
層
求
め
ら
れ
ま
す
。

そ
の
一
方
で
は
、
国
の
「
三
位
一

体
の
改
革
」
の
名
の
も
と
に
、
地
方

交
付
税
の
減
額
な
ど
地
方
自
治
体
に

と
っ
て
は
大
き
な
負
担
を
強
い
る
結

果
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
極
め

て
厳
し
い
財
政
運
営
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
「
自
ら
が
行
う

住
民
自
治
」
を
基
本
に
、
真
に
求
め

ら
れ
る
自
治
の
あ
る
べ
き
姿
を
「
ま

ち
づ
く
り
基
本
条
例
（
仮
称
）」
と
し

て
、
そ
の
制
定
に
向
け
積
極
的
に
取

り
組
む
こ
と
で
、
地
域
住
民
と
と
も

に
、
知
恵
を
出
し
合
い
情
報
の
共
有

を
図
る
形
態
づ
く
り
を
通
じ
「
特
色
あ

る
ま
ち
づ
く
り
」
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。

こ
の
「
特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を

実
現
す
る
う
え
で
、
行
財
政
の
効
率

化
や
ス
リ
ム
化
を
図
り
、
再
構
築
に

努
力
し
ま
す
。
ま
た
、
既
存
の
社
会

資
本
を
有
機
的
に
連
携
さ
せ
る
方
策

を
積
極
的
に
展
開
し
、
本
町
の
各
産

業
と
一
体
化
さ
せ
る
な
か
、
地
域
内

経
済
力
を
高
め
、
持
続
性
あ
る
産
業

構
造
改
革
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
新
た
な
行
政
手
法

を
取
り
入
れ
、
行
政
と
町
民
と
が
一

体
感
を
強
め
、
既
成
概
念
に
と
ら
わ

れ
ず
、
将
来
に
わ
た
っ
て
足
腰
の
強

い
町
政
運
営
を
構
築
す
る
意
識
づ
く

り
を
行
う
と
と
も
に
、「
キ
ラ
リ
と
輝

き
、
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
ま
ち
苫
前
町
」

を
目
指
す
た
め
の
礎
と
な
る
「
改
革
元

年
」
と
し
て
望
む
決
意
で
あ
り
ま
す
。

町
議
会
の
皆
様
、
町
民
の
皆
様
の

よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

現
下
、
国
で
は
「
経
済
財
政
運
営

と
構
造
改
革
に
関
す
る
基
本
方
針
二

〇
〇
四
」。
い
わ
ゆ
る
「
骨
太
の
方
針

第
四
弾
」
に
お
い
て
、「
三
位
一
体
の

改
革
」
を
よ
り
強
力
に
推
し
進
め
る

こ
と
と
さ
れ
、
国
庫
補
助
負
担
金
の

廃
止
・
縮
減
及
び
地
方
交
付
税
の
見

直
し
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
た
め
、
地
方
の
財
政
環
境
は
一
段

と
厳
し
さ
を
増
す
こ
と
は
確
実
視
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

平
成
十
七
年
度
に
お
い
て
地
方
交

付
税
の
大
幅
な
削
減
は
、
平
成
十
九

年
度
以
降
に
見
送
ら
れ
た
と
こ
ろ
で

す
が
、
臨
時
財
政
対
策
債
が
二
三
・

一
　
の
減
額
と
な
り
、
地
方
財
政
に

と
っ
て
は
、
大
変
厳
し
い
も
の
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

本
町
の
財
政
状
況
は
、
平
成
十
五

年
度
決
算
で
の
財
政
構
造
の
弾
力
性

を
示
す
経
常
収
支
比
率
が
、
臨
時
財

政
対
策
債
を
除
い
た
算
定
で
一
〇

三
・
二
　
に
ま
で
上
昇
し
、
財
政
の

硬
直
化
は
末
期
的
状
態
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
留
萌
中
部
三
町
村
合
併
協

議
会
の
解
散
に
よ
り
、
現
状
と
し
て

自
立
運
営
の
道
を
選
択
し
、
生
き
残

り
を
図
る
必
要
性
が
あ
り
、
緊
急
に

抜
本
的
打
開
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
、

近
い
将
来
各
種
基
金
を
取
り
崩
し
、

財
政
再
建
準
用
団
体
へ
転
落
す
る
可

能
性
が
大
で
あ
り
ま
す
。

平
成
十
七
年
度
の
予
算
編
成
は
、

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
厳
し
い
姿
勢
で
臨
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
の
認
識
に
よ
り
、
住
民
の

意
見
と
し
て
自
立
運
営
検
討
会
議
か

ら
具
申
の
あ
っ
た
「
苫
前
町
自
立
運

営
検
討
プ
ラ
ン
」
の
中
で
、
実
施
可

能
な
項
目
に
つ
い
て
、
積
極
的
に
取

り
入
れ
る
こ
と
と
し
、
ま
た
経
常
経

費
に
つ
い
て
は
、
昨
年
に
引
き
続
き

一
般
財
源
ベ
ー
ス
の
「
枠
配
分
方
式
」

に
よ
り
、
経
費
の
削
減
・
合
理
化
を

図
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
年
度
は
苫
前

中
学
校
改
築
事
業
へ
の
一
般
財
源
の

充
当
が
多
額
な
た
め
に
、
各
種
基
金

か
ら
一
般
会
計
へ
の
繰
入
金
総
額
は
、

二
億
九
千
八
百
万
円
と
な
り
、
前
年

度
当
初
予
算
に
比
べ
千
八
百
万
円
の

増
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
極
め
て
危
機
的
な
財

政
状
況
の
下
、
今
後
も
国
・
道
の
動

向
を
い
ち
早
く
把
握
し
、
経
済
状
況

を
的
確
に
見
極
め
た
上
で
、
現
段
階

で
実
施
可
能
な
財
政
健
全
化
策
を
推

進
し
、
迫
る
財
政
破
綻
を
回
避
す
る

こ
と
が
急
務
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
財
政
健
全
化
計

画
を
策
定
の
上
、
本
町
が
置
か
れ
て

い
る
現
状
に
つ
い
て
、
町
民
一
人
ひ

と
り
に
理
解
を
求
め
る
と
と
も
に
、

行
政
と
町
民
と
の
協
働
に
よ
る
行
政

経
費
の
抑
制
を
図
り
、
同
時
に
税
収

や
適
正
な
受
益
者
負
担
等
、
自
主
財

源
の
確
保
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

な
お
、
町
政
推
進
の
重
点
施
策
に

つ
い
て
は
、
別
紙
折
込
み
を
ご
覧
下

さ
い
。

町
政
推
進
の
基
本
方
針

「ふるさとの誇りと希望を育むまちづくり」

「一人ひとりが生き生きと輝く元気なまちづくり」

「地域の各産業が多岐にわたって連携し、

チャレンジする力をつけるまちづくり」

本日、ここに平成17年第１回苫前町議会定例会
開催（３月９日開催）にあたり、町政執行の基本
的な考え方と施策の大綱について申し上げたいと
存じます。

平成17年度町政執行方針平成17年度町政執行方針

平
成
十
七
年
度
予
算
及
び

財
政
運
営
に
つ
い
て
の

基
本
的
な
考
え
方

パ
ー
セ
ン
ト

パ
ー
セ
ン
ト
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地方交付税 

町　　　債 

町　　　税 

繰　入　金 

国庫支出金 

道 支 出 金 

使用手数料 

地方贈与税 

そ　の　他 

歳  入 歳  出 

21億8,000万円 

4億円 

3億4,800万円 

3億円 

2億5,400万円 

2億   600万円 

1億4,600万円 

9,600万円 

1億8,900万円 

そ　の　他 

維持補修費 

扶　助　費 

繰　出　金 

物　件　費 

建設事業費 

人　件　費 

補　助　費 

公　債　費 

4,500万円 

1億   800万円 

2億   200万円 

3億2,700万円 

4億   800万円 

6億2,200万円 

6億6,300万円 

7億   400万円 

10億   4,000万円 

平
成
十
七
年
第
一
回
定
例
会
は
、

三
月
九
日
招
集
さ
れ
会
期
を
十
七

日
ま
で
の
九
日
間
と
決
め
、
平
成

十
六
年
度
の
各
会
計
予
算
補
正
と

関
連
の
条
例
案
を
審
議
し
、
原
案

の
通
り
可
決
し
た
。
引
き
続
き
、

平
成
十
七
年
度
予
算
の
説
明
。
十

二
日
か
ら
十
五
日
ま
で
を
議
案
精

査
の
た
め
休
会
と
し
た
。
十
六
日

再
開
し
、
三
名
の
議
員
が
一
般
質

問
を
行
い
、
理
事
者
の
考
え
を
質

し
た
。

続
い
て
予
算
特
別
委
員
会
を
開

会
し
、
各
会
計
の
予
算
質
疑
が
活

発
に
論
議
さ
れ
、
原
案
通
り
可
決

し
た
。

厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、

各
予
算
は
次
に
掲
げ
る
と
お
り
で

あ
る
。

●国民健康保険特別会計　４８８百万円　●老人保健特別会計　　　６８８百万円
●介護保険特別会計　　　３７５百万円　●簡易水道事業特別会計　３１８百万円
●下水道事業特別会計　　１１７百万円　●風力発電事業特別会計　　５３百万円

平成１７年度各種会計予算総額６１億５，９００万円は、平成１６年度（１７年１月現
在）の７３億１００万円に対し、１１億４，２００万円の減額予算です。
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日
頃
よ
り
「
議
会
だ
よ
り
」
を

ご
愛
読
い
た
だ
き
、
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

平
成
二
年
十
月
、
第
一
号
「
議

会
だ
よ
り
」
を
発
刊
以
来
第
五
十

八
号
を
数
え
ま
す
。「
議
会
だ
よ
り
」

は
見
易
い
、
わ
か
り
易
い
、
読
み

易
い
を
モ
ッ
ト
ー
に
皆
様
方
に
提

供
し
続
け
て
参
り
ま
し
た
、
今
号

よ
り
「
広
報
と
ま
ま
え
」
に
仲
間

入
り
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

要
因
の
一
つ
は
、
経
費
の
節
減

で
す
。
年
四
回
発
刊
し
総
額
八
十

七
万
円
、
こ
れ
が
約
半
額
に
節
減

さ
れ
、
町
民
皆
様
の
負
担
軽
減
に

努
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、「
広
報
と
ま
ま
え
」と
同

時
に
発
刊
す
る
こ
と
に
よ
り
議
会

の
内
容
が
迅
速
に
皆
様
方
へ
お
届

け
で
き
る
の
も
要
因
の
一
つ
で
す
。

「
議
会
だ
よ
り
」
の
紙
面
が
従

来
と
異
な
り
、
少
な
い
ペ
ー
ジ
に

な
り
ま
す
が
、
議
会
報
発
行
特
別

委
員
会
は
、
冒
頭
に
申
し
た
よ
う

に
見
や
す
く
、
読
み
や
す
く
、
分

か
り
易
い
も
の
を
、
お
届
け
す
る

こ
と
を
お
誓
い
致
し
ま
す
。

な
お
、「
議
会
だ
よ
り
」
に
つ
い

て
、
お
気
付
き
の
点
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
ど
う
か
ご
遠
慮
な
く
お
申

し
付
け
い
た
だ
け
ま
す
れ
ば
、
幸

い
で
す
。

平成17年度予算 可決！！
（一般会計　41億1,900万円）総額61億5,900万円

こ
ん
に
ち
は
、

議
会
で
す
！
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一般質問

３ 議 員 が 

中
山
間
地
域
直
接
支
払
制
度
は
、

今
後
五
年
間
の
継
続
が
決
ま
り
、
農

業
多
面
的
機
能
の
発
揮
を
取
り
組
む

た
め
、
条
件
不
利
地
の
集
落
を
支
援

す
る
目
玉
対
策
の
継
続
に
当
た
り
、

生
産
性
向
上
や
担
い
手
の
育
成
を
中

心
に
置
く
事
業
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

国
は
「
食
料
安
定
供
給
や
国
土
環

境
保
全
は
国
の
責
務
だ
」
と
言
い
な

が
ら
、
補
助
金
の
削
除
を
示
唆
し
、

今
後
は
交
付
金
的
色
合
い
を
強
め
て

く
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
内
容
は
、
交
付
金
単
価
を
数

段
的
に
し
、
コ
ン
ト
ラ
や
規
模
拡
大
、

法
人
の
設
立
な
ど
意
欲
的
に
取
り
組

む
集
落
に
は
、
相
応
に
報
い
る
交
付

金
体
系
に
し
、
逆
に
前
向
き
な
活
動

が
弱
い
集
落
に
は
、
交
付
金
の
削
減

と
交
付
金
の
単
価
に
格
差
を
つ
け
、

積
極
的
な
取
り
組
み
を
保
ち
、
又
、

事
業
の
見
直
し
で
「
ア
メ
と
ム
チ
」

の
ム
チ
だ
け
が
強
調
さ
れ
れ
ば
、
せ

っ
か
く
の
自
立
へ
の
芽
生
え
が
摘
ま

れ
か
ね
な
い
と
思
い
ま
す
。

「
農
業
の
多
面
的
機
能
の
維
持
」
と

い
う
制
度
の
主
旨
を
踏
ま
え
て
、
行

政
窓
口
と
し
て
の
町
側
の
今
ま
で
の

五
年
間
の
反
省
と
評
価
、
新
た
な
る

五
年
間
へ
の
計
画
策
定
及
び
対
応
に

つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

猫島　優 議員

新
中
山
間
地
域
制
度
へ
！

町
側
も
本
腰
を
!!

こ
の
制
度
は
、
耕
作
放
棄
地
の
増

加
等
に
よ
り
、
多
面
的
機
能
の
低
下

が
特
に
懸
念
さ
れ
る
中
山
間
地
域
等

に
お
い
て
、
担
い
手
育
成
等
に
よ
る

農
業
生
産
の
維
持
を
通
じ
て
、
多
面

的
機
能
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
集

落
協
定
等
に
対
し
、
交
付
金
を
交
付

す
る
制
度
で
あ
り
ま
す
。

五
年
間
の
反
省
と
評
価
は
、
今
ま

で
に
な
い
交
付
金
制
度
と
し
て
勾
配

が
一
定
基
準
で
あ
る
農
用
地
が
対
象

と
さ
れ
、
対
象
農
用
地
の
考
え
方
や

事
前
の
把
握
が
十
分
で
な
か
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
初
年
度
の
対
象
農
用
地

の
確
定
が
翌
年
度
と
な
っ
た
こ
と
や
、

一
部
の
集
落
協
定
で
、
対
象
農
用
地

の
な
い
農
業
者
の
参
画
が
、
得
ら
れ

な
か
っ
た
こ
と
は
、
本
制
度
に
対
し
、

十
分
な
理
解
を
い
た
だ
け
な
か
っ
た
こ

と
も
反
省
す
る
点
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
各
集
落
の
取
り
組
み
で
は
、

耕
作
放
棄
の
防
止
等
の
活
動
、
水
路

農
道
の
管
理
活
動
、
多
面
的
機
能
を

増
進
す
る
活
動
に
加
え
、
生
産
地
収

益
の
向
上
に
係
わ
る
活
動
を
通
じ
、

耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
は
も
と
よ

り
、
土
づ
く
り
の
推
進
や
機
械
、
施

設
の
共
同
利
用
、
研
修
会
等
へ
の
参

加
な
ど
、
集
落
活
動
の
活
性
化
や
農

業
生
産
活
動
等
を
継
続
す
る
た
め
の

生
産
基
盤
の
構
築
に
、
少
な
か
ら
ず

成
果
が
あ
っ
た
も
の
と
評
価
し
て
お

り
ま
す
。

主
な
改
正
点
の
一
つ
目
は
、
国
が

示
す
「
集
落
の
自
律
的
な
農
業
生
産

活
動
等
の
体
制
整
備
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
を
基
準
に
、
各
集
落
協
定
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
実
態
を
踏
ま
え
つ
つ
、

目
指
す
べ
き
将
来
像
を
明
記
し
た

「
集
落
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」の
作
成
や
、

将
来
像
を
達
成
す
る
た
め
、
協
定
期

間
の
毎
年
度
に
お
け
る
活
動
行
程
作

成
が
、
必
須
要
件
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

二
つ
目
は
、
従
来
の
耕
作
放
棄
の

発
生
防
止
等
へ
の
活
動
に
加
え
、
農

業
生
産
活
動
等
の
体
制
整
備
に
関
す

る
一
定
要
件
を
満
た
す
協
定
と
、
満

た
さ
な
い
協
定
と
の
間
で
交
付
単
価

に
段
階
を
設
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
一
定
要
件
を
満
た
す
協
定
は
、

現
行
単
価
と
同
額
。
要
件
を
満
た
さ

な
い
も
の
は
、
単
価
の
引
き
下
げ
と

な
り
ま
す
。
又
、
耕
作
放
棄
地
の
復

旧
や
法
人
の
設
立
等
に
よ
り
、
積
極

的
な
取
り
組
み
を
行
う
協
定
に
は
、

新
た
な
加
算
措
置
も
講
じ
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
二
つ
が
大

き
く
見
直
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
り
ま
す
。

次
期
対
策
に
お
い
て
、
各
集
落
が

通
常
単
価
の
交
付
を
受
け
る
た
め
に

は
、
国
が
示
す
要
件
か
ら
取
り
組
み

可
能
な
も
の
を
選
択
し
、
よ
り
積
極

的
な
取
り
組
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

各
集
落
に
対
し
て
は
、
自
律
的
か
つ

継
続
的
な
農
業
生
産
活
動
等
の
体
制

整
備
に
向
け
た
活
動
強
化
が
、
図
ら

れ
る
よ
う
集
落
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

策
定
等
に
対
す
る
指
導
、
助
言
を
行

森
　
利
男
町
長

答
弁

っ
て
い
き
ま
す
。

併
せ
て
、
内
容
に
よ
り
見
直
し
も

必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
各
集
落
の

意
見
を
踏
ま
え
た
中
で
、
次
期
対
策

に
取
り
組
み
ま
す
。
又
、
将
来
の
よ

り
良
い
農
業
生
産
活
動
の
体
制
が
、

構
築
さ
れ
る
よ
う
効
果
的
な
交
付
金

の
活
用
方
法
に
つ
い
て
も
、
指
導
・

助
言
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

①
教
育
現
場
に
お
け
る
犯
罪
対
策
に
　
　

つ
い
て

昨
今
、
教
育
現
場
の
み
な
ら
ず
、

全
国
各
地
で
児
童
・
生
徒
を
ね
ら
っ

た
犯
罪
が
多
発
し
て
い
る
こ
と
に
無

念
さ
は
尽
き
ま
せ
ん
。
我
が
町
も
他

人
事
で
は
な
く
、
対
策
を
講
ず
る
必

要
性
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
苫
前
町
、
ま
た
教
育
委

員
会
と
し
て
現
時
点
で
、
お
考
え
に

な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

児
童
生
徒
を

凶
悪
犯
罪
か
ら
守
る
！

今
後
の
ま
ち
の
行
く
末
を

占
う
各
種
計
画
は
？

西　大志 議員

岩見集落協定による廃プラ協同積込み作業
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現
在
ま
で
に
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
作
成
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
が
、
凶
悪
犯
罪
が
全
国
で
後
を

絶
た
ず
、「
事
件
・
事
故
は
い
つ
で
も

起
こ
り
う
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
い

う
認
識
の
も
と
、
子
供
た
ち
や
学
校

を
守
る
た
め
に
、
次
の
事
項
に
十
分

留
意
し
、
安
全
管
理
に
万
全
を
期
す

も
の
で
あ
り
ま
す
。

①
学
校
内
に
不
審
者
が
侵
入
す
る
な
ど
　
　

緊
急
時
に
備
え
、
児
童
生
徒
へ
の
注

意
喚
起
、
避
難
誘
導
等
・
組
織
的
な
　

対
応
が
で
き
る
体
制
を
再
点
検
。

②
校
舎
へ
の
出
入
り
口
を
限
定
し
、
登

下
校
時
以
外
は
施
錠
す
る
な
ど
校
舎
　

へ
の
出
入
り
口
等
を
適
切
に
管
理
。

③
保
護
者
や
地
域
住
民
な
ど
の
協
力
を
　

得
て
、
不
審
者
等
に
関
す
る
情
報
収
　
　

集
を
行
う
な
ど
、
地
域
と
連
携
し
た
　
　

安
全
確
保
の
取
り
組
み
の
推
進
。

④
学
校
と
警
察
と
の
連
携
を
一
層
密
に
　

し
、
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
、
防
犯
訓
練
や
　

防
犯
教
室
の
推
進
、
緊
急
時
の
場
合
　

の
対
応
等
に
お
い
て
、
地
域
の
警
察

と
の
連
携
の
推
進
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
じ
、
地

域
と
一
体
と
な
っ
た
安
全
対
策
の
更

な
る
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

②
予
定
さ
れ
て
い
る
今
年
度
策
定
・
　

策
定
作
業
に
入
る
各
種
計
画
・
条
例

等
に
つ
い
て

今
年
度
は
、
変
革
の
波
の
中
、
当

町
に
お
い
て
予
定
さ
れ
て
い
る
各
種

計
画
・
条
例
の
策
定
や
、
今
後
に
お

け
る
策
定
作
業
に
入
る
も
の
が
、
数

多
く
あ
り
ま
す
。

町
長
よ
り
過
日
の
執
行
方
針
の
中

で
も
「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
（
仮

称
）」の
策
定
に
向
け
、
積
極
的
に
検

討
す
る
と
い
う
言
葉
も
あ
っ
た
よ
う

に
、
関
連
す
る
様
々
な
事
項
（
計
画

や
条
例
）、
全
体
的
な
流
れ
や
そ
の
計

画
の
指
示
は
、
ど
の
よ
う
に
伝
え
る

の
か
？
そ
の
後
の
進
行
管
理
の
あ
り

方
も
含
め
伺
い
ま
す
。

「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
（
仮
称
）」

は
先
進
地
で
制
定
す
る
内
容
と
思
っ

て
よ
い
の
か
？
そ
れ
に
対
し
て
関
連

し
て
く
る
計
画
等
（
総
合
振
興
計
画

・
財
政
健
全
化
計
画
・
行
革
大
綱
な

ど
）
の
整
合
性
は
ど
の
よ
う
な
も
の

に
な
っ
て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
（
仮
称
）」

は
、
今
後
の
町
政
を
進
め
る
上
で
の

憲
法
と
も
い
え
る
も
の
で
す
。
ま
ち

づ
く
り
の
幹
（
中
核
）
と
な
る
位
置

付
け
で
あ
り
、
よ
り
恒
久
的
な
も
の

と
考
え
ま
す
。
同
条
例
に
は
、
総
合

振
興
計
画
の
策
定
手
続
き
な
ど
を
定

め
る
こ
と
に
留
め
、
政
策
の
具
体
的

な
内
容
は
、
基
本
構
想
と
し
て
別
途

定
め
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
総
合
振
興
計
画
も
同
条
例

に
基
づ
い
て
、
定
め
ら
れ
る
べ
き
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
行
政
改
革
大
綱
や
財
政
健

全
化
計
画
は
、
あ
る
一
定
の
期
間
の

も
と
、
成
果
指
標
の
設
定
や
行
政
評

価
、
財
政
の
有
効
活
用
な
ど
が
求
め

ら
れ
、
策
定
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
を
支
え
る
枝
と
し

て
の
機
能
す
る
も
の
で
あ
り
、
内
的

外
的
要
因
に
よ
り
柔
軟
に
捉
え
る
な

か
、
進
捗
状
況
に
よ
り
、
そ
の
評
価

・
達
成
度
・
ロ
ー
リ
ン
グ
方
式
に
よ

る
補
正
な
ど
が
必
要
と
な
る
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
（
仮
称
）」

を
策
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
方
分

権
の
時
代
に
お
け
る
新
た
な
自
治
を

確
立
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
住

民
発
意
や
策
定
課
程
で
の
住
民
参
画

を
積
極
的
に
促
す
こ
と
で
「
親
し
み

や
す
さ
」「
分
か
り
や
す
さ
」な
ど
住

民
と
行
政
と
の
一
体
感
を
構
築
す
る

こ
と
に
意
を
注
ぎ
、
ま
ち
を
動
か
す

原
動
力
に
す
べ
き
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

一
方
、
町
職
員
も
積
極
的
に
地
域

に
参
画
し
、
地
域
の
課
題
を
と
も
に

考
え
、
協
働
に
よ
る
課
題
解
決
に
向

け
、
深
い
信
頼
関
係
を
実
践
す
る
な

か
、
分
権
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
本
町

の
地
域
特
性
を
生
か
し
た
新
し
い
地

域
協
働
意
識
が
形
成
さ
れ
る
よ
う
な

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
「
ま
ち
づ
く
り
基
本

条
例
（
仮
称
）」
に
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

町
村
合
併
現
行
法
か
ら
十
七
年
四

月
に
は
新
法
に
移
る
。
我
が
町
が
進

む
べ
き
道
は
、
国
の
方
針
後
と
考
え

る
が
、
合
併
に
せ
よ
、
単
独
に
せ
よ
、

早
い
う
ち
に
振
興
公
社
の
健
全
経
営

を
図
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

振
興
公
社
役
員
会
で
も
議
論
を
重

ね
対
策
も
講
じ
て
い
る
が
、
厳
し
さ

は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
今
、
町
の
出

来
る
事
は
、
施
設
の
公
共
性
を
重
視

し
、
当
初
予
算
で
然
る
べ
き
予
算
を

計
上
し
、「
ふ
わ
っ
と
」職
員
に
実
現

性
あ
る
目
標
を
持
っ
て
も
ら
い
、
奮

起
を
促
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
一
歩
前

進
と
考
え
ま
す
。
又
、
運
営
に
あ
た

り
知
恵
と
知
識
が
必
要
と
思
い
、
多

く
の
意
見
を
重
ね
合
う
た
め
に
、
役

員
会
と
議
会
と
の
懇
談
を
定
期
的
に

開
催
す
る
こ
と
も
提
案
し
ま
す
。

ご
指
摘
の
と
お
り
公
社
決
算
は
、

残
念
な
が
ら
運
営
赤
字
が
恒
常
的
で

十
六
年
度
も
二
千
二
百
万
円
程
の
発

生
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

当
施
設
は
町
民
の
憩
い
の
場
、
雇

用
の
場
と
間
接
的
な
効
果
や
、
入
湯

税
、
水
道
使
用
料
、
町
税
な
ど
直
接

的
な
効
果
、
又
、
町
内
に
お
け
る
経

済
効
果
な
ど
多
く
の
利
点
を
持
っ
て

い
ま
す
。
反
面
、
起
債
の
償
還
や
運

営
補
助
な
ど
改
善
項
目
も
多
く
、
自

助
努
力
に
よ
り
改
善
策
を
期
待
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

十
八
年
九
月
ま
で
に
指
定
管
理
者

制
度
へ
の
移
行
も
あ
り
、
併
せ
て
検

討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

広
瀬
功
直
教
育
長

答
弁

森
　
利
男
町
長

答
弁

阿部俊一 議員

ふ
わ
っ
と
に
お
い
て

知
恵
と
知
識
が
必
要
！

森
　
利
男
町
長

答
弁
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■
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
　

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
統
計

調
査
員
、
防
災
会
議
委
員
等
の
報
酬

及
び
費
用
弁
償
は
任
命
権
者
が
定
め

た
額
に
変
更
）

■
特
別
職
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
　

一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
町
長
15
％
、

助
役
10
％
、
教
育
長
５
％
を
削
減
、

町
職
員
55
歳
で
昇
級
停
止
等
の
改
正

■
苫
前
町
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
（
印
鑑
証
明
、
住
民
票

等
、
交
付
手
数
料
を
五
〇
円
〜
一
〇
〇

円
値
上
げ
の
改
正
）

■
苫
前
町
社
会
体
育
施
設
設
置
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
ス
キ
ー

リ
フ
ト
使
用
料
、
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
使
用
料
の
改
正
）

■
苫
前
町
高
齢
者
住
宅
整
備
資
金
貸

付
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
（
設
置
当

初
と
比
べ
、
他
の
貸
付
制
度
が
増
え

代
替
え
が
可
能
と
な
り
廃
止
）

■
苫
前
町
火
葬
場
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
（
使
用
料
、
一
体
に
つ

き
五
千
円
を
一
万
円
な
ど
各
種
を
改
正
）

■
苫
前
町
生
き
が
い
対
策
支
援
事
業

の
実
施
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
（
生
き
が
い
活
動
支
援

通
所
事
業
等
、
各
事
業
の
利
用
料
を

増
額
に
改
正
）

■
苫
前
町
農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ

る
委
員
の
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
（
委
員
定
数
十
人
を
八
人

に
改
正
）

質
　
年
代
委
員

厳
し
い
産
業
構
造
の
中
で
２
名
の

減
数
は
支
障
な
い
の
か
。

答
　
河
端
農
林
水
産
商
工
課
長

農
業
委
員
会
総
会
の
中
で
条
例
改

正
の
議
論
を
し
、
上
程
し
て
お
り
ま

す
。

■
苫
前
町
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
（
道
営
住
宅
駐
車
場
料

金
の
改
正
に
よ
り
町
営
住
宅
も
改
正

す
る
、
千
円
を
二
千
五
百
四
十
円
に

改
正
）

■
苫
前
町
下
水
道
設
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
（
処
理
施
設
の
名

称
を
苫
前
下
水
浄
化
セ
ン
タ
ー
と
し
、

住
所
位
置
を
定
め
る
）

■
苫
前
町
下
水
道
条
例
（
下
水
道
法

及
び
他
の
法
令
で
定
め
が
あ
る
も
の

の
ほ
か
、
管
理
、
使
用
に
関
し
必
要

な
事
項
を
定
め
る
）

■
苫
前
町
下
水
道
事
業
受
益
者
分
担

金
条
例
（
受
益
者
分
担
金
と
し
て
建

築
物
一
棟
に
つ
き
六
万
円
、
土
地
は

一
平
方
㍍
百
六
十
円
と
定
め
る
）

■
苫
前
町
住
宅
環
境
改
善
資
金
の
斡

旋
に
関
す
る
条
例
（
下
水
道
普
及
促

進
の
た
め
、
水
洗
、
排
水
改
造
工
事

に
要
す
る
資
金
を
融
資
す
る
）

■
苫
前
町
道
路
占
用
料
徴
収
条
例

（
北
電
柱
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
柱
等
の
道
路
占
用

料
の
有
償
化
）

■
平
成
十
七
年
度
苫
前
町
一
般
会
計

予
算

質
　
間
宮
委
員

昨
年
の
敬
老
会
は
不
評
で
あ
っ
た
。

今
年
は
ど
う
考
え
て
い
る
。

答
　
本
間
町
民
課
長

飲
食
の
提
供
も
含
め
、
老
人
会
と

協
議
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

質
　
西
　
委
員

町
営
住
宅
の
利
用
者
増
を
計
上
し

て
い
る
が
、
根
拠
は
何
か
。
次
に
総

務
費
の
通
信
運
搬
費
が
多
額
に
な
っ

て
い
る
理
由
は
何
か
。

答
　
村
田
建
設
課
長

前
年
度
実
績
に
よ
る
予
算
計
上
で

す
。

答
　
岡
田
総
務
財
政
課
長

通
信
運
搬
費
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

構
築
事
業
、
公
民
館
と
の
高
速
通
信

に
よ
る
も
の
で
す
。

質
　
青
木
委
員

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
委
託
料
は
委
託

先
よ
り
見
積
を
提
出
さ
せ
た
も
の
か
。

答
　
伊
藤
管
理
課
長

対
前
年
度
10
％
削
減
の
見
積
を
提

出
し
て
き
た
も
の
を
、
計
上
し
ま
し

た
。

質
　
青
木
委
員

各
路
線
に
お
い
て
の
算
出
根
拠
が

10
％
減
と
い
う
事
に
な
っ
て
い
な
い
。

答
　
伊
藤
管
理
課
長

バ
ス
の
大
き
さ
な
ど
、
前
年
度
と

の
比
較
は
で
き
ま
せ
ん
。

質
　
猫
島
委
員

複
写
機
等
使
用
料
に
お
い
て
減
額

が
大
き
い
、
台
数
を
減
ら
し
た
の
か
。

答
　
岡
田
総
務
財
政
課
長

コ
ピ
ー
機
は
２
台
減
ら
し
ま
し
た
。

質
　
阿
部
委
員

知
的
障
害
者
施
設
訓
練
支
援
費
が

減
額
に
な
っ
て
い
る
、
対
象
人
員
の

減
な
の
か
。

答
　
本
間
町
民
課
長

国
の
支
援
費
が
減
額
に
な
っ
た
も

の
で
、
人
員
は
14
名
で
あ
り
ま
す
。

質
　
浅
井
委
員

苫
前
中
学
校
改
築
に
お
い
て
備
品

購
入
と
あ
る
が
、
何
を
揃
え
る
の
か
。

答
　
伊
藤
管
理
課
長

体
育
館
、
教
室
等
数
量
は
多
く
な

っ
て
い
ま
す
が
、
特
別
教
室
の
備
品

が
大
き
な
物
で
す
、
使
え
る
物
は
ス

テ
ー
ジ
カ
ー
テ
ン
な
ど
、
出
来
る
限

り
利
用
し
ま
す
。

質
　
小
阪
委
員

旭
の
ゴ
ミ
廃
棄
場
の
水
質
分
析
結

果
は
ど
う
か
。

質答

質質質 答答答

質質質質質 答答答答答
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答
　
本
間
町
民
課
長

水
質
検
査
に
異
常
は
見
ら
れ
ま
せ

ん
、
二
年
間
の
義
務
付
け
で
あ
り
結

果
が
良
け
れ
ば
整
地
し
ま
す
。

質
　
西
田
　
委
員

栄
浜
地
区
治
山
工
事
の
今
後
の
整

地
状
況
を
説
明
せ
よ
。

答
　
河
端
農
林
水
産
商
工
課
長

十
八
年
度
終
了
予
定
で
あ
り
豊
浦

方
面
ま
で
進
み
ま
す
。

質
　
間
宮
委
員

農
林
有
害
鳥
獣
駆
除
で
す
が
、
こ

の
予
算
で
ど
の
程
度
の
実
績
を
上
げ
ら

れ
る
の
か
、
又
、
処
理
料
も
計
上
し
て

い
る
が
、
ど
こ
で
処
理
し
て
い
る
の
か
。

答
　
河
端
農
林
水
産
商
工
課
長

鹿
で
20
頭
駆
除
し
、
処
理
は
羽
幌

廃
棄
物
処
理
場
で
す
。

質
　
阿
部
委
員

舞
台
鑑
賞
に
お
い
て
、
東
京
へ
の

研
修
旅
費
が
計
上
し
て
い
る
、
目
的

と
誰
が
行
く
の
か
、
次
に
、
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
Ｐ
タ
イ
ル
張
替
は
全
面
工

事
な
の
か
。

答
　
伊
藤
社
会
教
育
課
長

全
額
、
文
化
庁
予
算
の
舞
台
鑑
賞

事
業
で
職
員
打
ち
合
わ
せ
の
旅
費
で

す
。
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
ほ
ぼ
全
面

を
予
定
し
、
施
工
は
技
能
士
会
と
相

談
し
て
い
ま
す
。

質
　
阿
部
委
員

各
種
研
修
を
職
員
は
受
講
す
る
が
、

部
局
が
変
わ
る
と
効
果
が
半
減
す
る
、

人
事
も
含
め
ど
う
考
え
る
。

答
　
伊
藤
社
会
教
育
課
長

道
の
予
算
を
使
っ
て
社
会
教
育
の

研
修
を
行
っ
て
い
る
が
、
部
局
が
変

わ
っ
て
も
研
修
は
十
分
生
か
さ
れ
て

い
る
と
思
う
。

答
　
森
　
町
長

専
門
職
の
資
格
を
有
し
た
者
を
、

つ
と
め
て
配
置
し
て
い
る
、
各
課
に

於
い
て
社
会
教
育
は
十
分
に
生
き
て

い
る
。

質
　
西
　
委
員

霧
立
峠
休
憩
施
設
の
将
来
展
望
は
。

答
　
渡
辺
企
画
振
興
課
長

減
額
は
し
た
が
目
的
は
維
持
で
き

る
と
考
え
る
、
将
来
を
見
据
え
て
の

手
直
し
等
は
、
今
の
と
こ
ろ
考
え
て

い
な
い
。

質
　
西
田
委
員

風
車
ま
つ
り
予
算
で
十
七
年
度
も

道
補
助
は
見
込
ま
れ
る
の
か
。

答
　
渡
辺
企
画
振
興
課
長

道
の
補
助
が
三
か
年
続
く
も
の
と

聞
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
平
成
十
七
年
度
苫
前
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
予
算

質
　
柴
田
委
員

各
種
検
診
の
受
診
者
が
減
少
す
る

中
、
療
養
諸
費
は
年
々
増
加
し
て
い

る
、
対
策
を
ど
う
す
る
。

答
　
本
間
町
民
課
長

療
養
費
の
増
額
に
な
っ
て
い
る
大

き
な
理
由
に
老
人
保
健
法
の
改
正
が

あ
る
、
検
診
の
対
策
は
保
健
師
等
と

協
議
し
詰
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

質
　
西
　
委
員

保
健
活
動
の
中
で
薬
の
指
導
は
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

答
　
本
間
町
民
課
長

厚
生
病
院
の
薬
局
長
の
講
話
を
老

人
ク
ラ
ブ
対
象
に
行
っ
て
い
る
が
、

今
後
は
一
般
町
民
に
も
広
げ
た
い
。

■
平
成
十
七
年
度
苫
前
町
老
人
保
健

特
別
会
計
予
算

質
　
青
木
委
員

給
与
費
支
出
の
な
い
老
人
会
計
に

旅
費
の
支
出
が
あ
る
が
何
故
か
。

答
　
本
間
町
民
課
長

老
人
保
健
担
当
係
の
予
算
計
上
で
す
。

■
平
成
十
七
年
度
苫
前
町
介
護
保
険

特
別
会
計
予
算

質
　
猫
島
委
員

法
の
改
正
に
よ
り
受
益
者
負
担
額

が
多
く
な
る
、
対
策
を
考
え
て
い
る
か
。

答
　
本
間
町
民
課
長

今
後
は
介
護
予
防
事
業
を
重
視
し

た
い
。

■
平
成
十
七
年
度
苫
前
町
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
予
算

■
平
成
十
七
年
度
苫
前
町
下
水
道
事

業
特
別
会
計
予
算

■
平
成
十
七
年
度
苫
前
町
風
力
発
電

事
業
特
別
会
計
予
算

質
　
阿
部
委
員

ペ
イ
オ
フ
対
策
を
ど
う
考
え
て
い
る
。

答
　
赤
坂
出
納
室
長

基
金
、
歳
計
金
額
、
い
ず
れ
も
借

入
と
の
相
殺
や
当
座
預
金
等
で
対
応

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

質
　
間
宮
委
員

自
立
に
向
け
て
１
年
目
の
予
算
で

あ
る
が
、
庁
舎
内
に
於
い
て
も
振
興

公
社
に
於
い
て
も
、
予
算
の
中
で
力

強
さ
を
感
じ
な
い
、
意
気
込
み
を
伝

え
て
ほ
し
い
。

答
　
森
　
町
長

時
間
を
か
け
て
収
支
の
バ
ラ
ン
ス

を
取
る
よ
う
な
行
政
運
営
を
心
掛
け

て
い
る
。

質
　
西
　
委
員

二
年
続
け
て
の
枠
配
分
方
式
を
取

っ
て
き
た
が
限
界
を
感
じ
る
、
今
後

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
　
森
　
町
長

財
政
削
減
の
限
界
は
私
も
感
じ
て
い

る
が
、
後
五
％
位
は
詰
め
て
い
き
た
い
。

質
　
阿
部
委
員

枠
配
分
方
式
の
予
算
づ
く
り
を
進

め
て
行
く
と
厳
し
く
な
り
、
予
算
を

作
ら
ず
予
算
書
を
作
っ
て
し
ま
う
、

後
々
で
の
増
額
補
正
で
は
困
る
。

答
　
森
　
町
長

補
正
を
す
れ
ば
良
い
と
い
う
予
算

は
作
っ
て
い
な
い
、
課
長
会
議
で
も

十
分
周
知
し
て
い
る
。

平
成
十
六
年
度
予
算
の
最
終
補
正

で
あ
る
。
一
般
会
計
は
、
四
千
百
七

十
万
円
を
追
加
し
総
額
四
十
五
億
六

千
四
百
九
十
万
円
と
し
た
。

主
な
る
内
容
は
、
収
入
に
お
い
て

は
町
税
、
地
方
交
付
税
、
国
庫
支
出

金
及
び
補
助
金
等
が
増
額
と
な
り
、

支
出
に
お
い
て
は
各
課
の
不
要
額
を

調
整
し
、
公
債
費
を
増
額
償
還
、
積

立
基
金
よ
り
の
繰
入
金
も
減
額
補
正

し
た
。

そ
の
他
各
事
業
の
特
別
会
計
予
算
は

後
述
の
と
お
り
で
あ
る
。

◇
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

追
加
補
正
　
　
　
二
千
五
百
万
円

総
額
　
　
　
五
億
七
百
三
十
万
円

◇
老
人
保
健
特
別
会
計

追
加
補
正
　
二
千
九
百
七
十
万
円

総
額
　
　
七
億
二
千
百
三
十
万
円

◇
介
護
保
険
特
別
会
計

減
額
補
正
　
　
千
二
百
二
十
万
円

総
額
　
三
億
六
千
三
百
七
十
万
円

◇
水
道
事
業
特
別
会
計

減
額
補
正
　
　
　
四
百
七
十
万
円

総
額
　
三
億
五
千
八
百
八
十
万
円

◇
下
水
道
事
業
特
別
会
計

減
額
補
正
　
九
千
七
百
七
十
万
円

総
額
　
　
　
七
億
千
百
二
十
万
円

◇
風
力
発
電
事
業
特
別
会
計

減
額
補
正
　
　
　
　
　
　
百
万
円

総
額
　
　
　
五
千
四
百
八
十
万
円

平
成
16
年
度

補
正
予
算

◎
総
括
質
疑

質 答質質質 答答答

質質質 答答答答答

質答質質 答答

質質質質 答 答答答
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�
平
成
十
七
年
度
、
北
留
萌
消
防
組

合
予
算
（
苫
前
町
分
）
に
つ
い
て

�
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
　
　

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
　
　

条
例
つ
い
て

（
特
別
職→

教
育
委
員
や
選
挙
管
理

委
員
な
ど
で
す
）

�
特
別
職
の
給
与
に
関
す
る
条
例
に
　

つ
い
て

（
特
別
職→
町
長
・
助
役
・
教
育
長

な
ど
で
す
）

�
長
期
継
続
契
約
を
定
め
る
条
例
に
　
　

つ
い
て

�
勤
労
者
会
館
の
寄
付
に
つ
い
て

（
旧
児
童
会
館
横
に
あ
る
建
物
）

�
防
災
の
手
引
き
の
作
成
に
つ
い
て
　

�
第
２
回
北
海
道
風
車
ま
つ
り
に
つ
　
　

い
て

�
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー
（
な
な
か
　
　

ま
ど
の
館
）
の
業
務
委
託
に
つ
い
　

て
�
苫
前
町
公
園
条
例
に
つ
い
て

（
新
し
く
港
に
で
き
た
公
園
関
係
）

�
苫
前
商
業
高
校
入
試
出
願
状
況
及
　

び
関
連
対
策
事
業

�
平
成
十
七
年
度
羽
幌
町
外
二
町
村
　
　

衛
生
施
設
組
合
予
算
に
つ
い
て

�
平
成
十
七
年
度
介
護
予
防
、
生
活
　
　

支
援
事
業
に
つ
い
て

�
苫
前
町
高
齢
者
住
宅
整
備
資
金
貸
　

付
条
例
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

�
苫
前
町
火
葬
場
条
例
に
関
す
る
こ
　
　

と
に
つ
い
て

�
苫
前
町
生
き
が
い
対
策
支
援
事
業
　
　

の
実
施
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

�
災
害
資
金
の
利
子
補
給
補
助
に
つ
　
　

い
て

�
八
線
沢
た
め
池
改
修
事
業
に
つ
い
　
　

て
�
魚
道
整
備
計
画
樹
立
費
負
担
金
に
　
　

つ
い
て

�
海
水
滅
菌
装
置
導
入
事
業
に
つ
い
　
　

て
�
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
に
　
　

つ
い
て

�
国
営
造
成
施
設
管
理
強
化
支
援
補
　
　

助
金
及
び
推
進
活
動
委
託
料
に
つ
　

い
て

�
苫
前
町
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
に
　
　

つ
い
て

�
苫
前
町
営
住
宅
条
例
に
関
す
る
こ
　
　

と
に
つ
い
て

�
道
路
除
排
雪
業
務
委
託
料
の
補
正
　

に
つ
い
て

総

務

文

教

常
任
委
員
会
平成17年
２月21日
開　催

産

業

厚

生

常
任
委
員
会
平成17年
２月25日
開　催

�
指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て

�
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
運
営
管
理
シ
ス
テ
　
　

ム
構
築
事
業
に
つ
い
て

�
苫
前
中
学
校
改
築
事
業
に
つ
い
て

�
苫
前
町
下
水
道
設
置
条
例
に
関
す
　

る
こ
と
に
つ
い
て

以
上
四
件
の
説
明
を
受
け
協
議
を

し
た
。

全
員
協
議
会

平成17年
２月16日
開　催

�
議
会
報
発
行
に
つ
い
て

�
苫
前
町
手
数
料
条
例
の
見
直
し
に
　
　

つ
い
て

�
苫
前
町
公
民
館
の
使
用
料
、
暖
房
　

料
の
見
直
し
に
つ
い
て

�
非
常
勤
特
別
職
の
日
当
廃
止
に
つ
　

い
て

�
第
三
次
行
政
改
革
大
綱
実
施
結
果
　

に
つ
い
て

以
上
五
件
の
説
明
を
受
け
協
議
し
　

た
。

行

政

改

革

特
別
委
員
会
平成17年
２月16日
開　催

苫前厚生病院

◎
苫
前
厚
生
病
院
経
営
損
失
補
償
金
　

に
つ
い
て

平
成
十
五
年
の
苫
前
町
厚
生
病
院

の
経
営
損
失
金
は
、
五
千
四
百
二
十

万
円
で
あ
り
、
苫
前
町
が
三
分
の
二

の
負
担
額
三
千
六
百
十
万
円
の
助
成

を
す
る
。

◎
市
町
村
合
併
に
つ
い
て

平
成
十
七
年
四
月
以
降
、
合
併
新

医

療

対

策

特
別
委
員
会
平成17年
２月24日
開　催

委員会レポート 委員会レポート 

広
域
行
政
研
究

特
別
委
員
会
平成17年
２月24日
開　催

法
に
よ
り
市
町
村
合
併
の
推
進
が
図

ら
れ
る
た
め
、
合
併
三
法
（
合
併
新

法
・
改
正
現
行
合
併
特
例
法
・
改
正

地
方
自
治
法
）
に
つ
い
て
協
議
す
る
。
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ん
、
そ
し
て
協
力
を
惜
し
ま
な
い
保

護
者
・
地
域
住
民
の
皆
様
の
努
力

に
、
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
た
。

ま
た
、
松
本
校
長
か
ら
は
「
学
校

が
な
く
な
る
は
寂
し
い
こ
と
で
す

が
、こ
れ
か
ら
多
く
の
方
と
出
会
い
、

新
し
い
体
験
と
と
も
に
、
生
き
る
力

を
身
に
つ
け
て
い
く
こ
と
を
確
信
し

て
い
ま
す
」
と
在
校
生
を
労
っ
た
。

式
典
は
、
岡
田
教
育
委
員
長
、
星

野
議
会
議
長
、
工
藤
道
議
会
議
員
、

三
原
留
萌
教
育
局
長
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
挨
拶
が
あ
り
、
同
校
閉
校
事
業
実

行
委
員
会
、
力
昼
町
内
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

並
び
に
歴
代
教
職
員
へ
感
謝
状
が
贈

ら
れ
た
。

最
後
の
お
別
れ
の
こ
と
ば
で
は
、

在
校
生
五
名
が
、
百
二
十
年
の
歴
史

を
思
い
出
の
写
真
と
と
も
に
振
り
返

り
、「
力
昼
小
学
校
・
百
二
十
年
あ

り
が
と
う
・
そ
し
て
さ
よ
う
な
ら
」

の
言
葉
を
述
べ
る
と
、
参
列
し
た
同

窓
生
は
目
頭
を
熱
く
し
な
が
ら
校
歌

を
全
員
で
斉
唱
し
、締
め
く
く
っ
た
。

式
典
終
了
後
、
参
列
者
は
「
と
ま

ま
え
温
泉
ふ
わ
っ
と
」
に
会
場
を
移

し
、
惜
別
の
会
が
催
さ
れ
た
。
会
で

は
、
在
校
生
並
び
に
教
職
員
に
よ
る

力
小
和
太
鼓
が
披
露
さ
れ
、
最
後
の

雄
姿
と
ば
か
り
に
力
強
く
演
じ
た
。

同
窓
生
ら
は
、
何
十
年
ぶ
り
の
再
会

に
喜
び
、
昔
話
で
力
昼
小
学
校
の
最

後
を
偲
ん
だ
。

力
昼
小
学
校
は
、
明
治
十
七
年
十

月
に
開
校
し
て
以
来
、
最
後
の
卒
業

生
二
名
を
含
め
、
千
八
百
七
十
七
名

を
送
り
出
し
、
四
月
か

ら
は
卒
業
生
二
名
が
苫

前
中
学
校
、
在
校
生
三

名
が
苫
前
小
学
校
へ
通

学
す
る
。

三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
閉
校
と

な
る
力
昼
小
学
校（
校
長
松
本
栄
造
）

で
は
、
三
月
五
日
閉
校
式
典
並
び
に

惜
別
の
会
が
し
め
や
か
に
挙
行
さ

れ
、各
学
校
関
係
者
並
び
に
同
窓
生
、

地
域
住
民
百
三
十
名
が
参
列
。
参
加

者
は
、
最
後
の
学
校
の
姿
を
目
に
焼

き
付
け
た
。

式
典
は
午
前
十
時
、

昭
和
三
十
一
年
建
設

さ
れ
た
同
校
体
育
館

で
開
会
さ
れ
、
設
置

者
で
あ
る
苫
前
町
長

が
「
特
色
あ
る
教
育

活
動
の
実
践
で
有
為

な
人
材
を
世
に
送
り

出
し
、
地
域
と
密
着

し
た
教
育
の
振
興
発

展
に
尽
く
さ
れ
歴
代

諸
先
生
方
、
期
待
に

応
え
た
児
童
の
皆
さ

別れの言葉を発表した在校生

思い出とともに全員で校歌を斉唱する

再会に喜ぶ同窓生
惜別の会で力小和太鼓を披露する

児童並びに教職員
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古丹別地区学校給食共同調理場 

●議会事務局 

●農業委員会 
河端　勝美（併） 

白府　敏広（併） 

☆町長部局 

☆その他の執行機関 

小野田年克（道から派遣)・宮前　伸之・佐藤　隆裕 
平井　裕美（兼）・今野　雄一（兼）・川森　和美（併） 

森　　哲也（兼）・小野田年克（兼） 

木田　聖子（道費負担職員） 

体育振興係 

公民館主事 

男女平等参画推進係 

白府　敏広（併） 

成川　　敬（併）・加賀谷之治（併）・古林　佑介(併)

社会教育係 

農　政　係 

事務局 総務係 

農　地　係 

総　務　係 

萩原　里美・宇佐美知也 

神永　正輝 

小笠原伴実 

斉数　範章 

内田　亮人（兼） 

内田　亮人・伊藤　　優（兼） 

三好　康夫 

坂本　政恵 
宮前　香弥・新田千佳子・桧森　　愛・佐藤　由香 

浜野　広和・助石　静治・宮前　香弥（兼）・新田千佳子（兼） 

佐藤　靖幸・松浦　有恒・畠山　夕子 

田中　房子・高田　和彦・本田　　毅（兼）・星　　輝美（兼）・佐々木　亮（兼） 

田中　房子（兼）・高田　和彦（兼） 

後藤たみよ・石田　尚克 

後藤たみよ（兼） 

●教育委員会 

総務財政課 
課長 
岡田　貴行 

町　民　課 

農林水産課 

建　設　課 

出 納 室 長 

課長 
渡辺　　正 
課長補佐 
池田　文敏 
主幹 
開発　法起 
主幹 
中村　達也 
主幹 
加藤七穂子 

課長 
河端　勝美 
課長補佐 
小丹保隆二 
主幹 
白府　敏広 

課長 
村田　正夫 
課長補佐 
加藤　　修 
主幹 
川村　　高 

課長 
伊藤　通康 

課長 
伊藤　信行 

場長　伊藤　信行（兼） 

館長　伊藤　通康（兼） 

赤坂　一昭 

企画振興課 
課長 
山田　裕一 
主幹 
平井　幸喜 

竹内　　勝 

●監査委員 
竹内　　勝（併） 

下田　学・今野　雄一・宮前　伸之（兼）・佐藤　隆裕（兼） 

　総務財政課職員併任 

川森　和美・平井　裕美（併）・森　　哲也（併） 
宮前　伸之（併）・佐藤　隆裕（併） 

●選挙管理委員会 

名畑　克則・川森　啓太・田中　稔久 

伊藤　広和・川森　啓太(兼)

(平成17年4月1日現在） 

平成17年4月1日付けで人事異動がありましたので、新たな体制をお知らせします。 

苫前町苫前町（その他執行機関）（その他執行機関）機構図機構図  

係長 成川　　敬 

係長 加賀谷之治 

係長 島田　秀美 

係長 松原　泰司 

係長 松原　泰司（兼） 

係長 小澤　哲也 

係長 布市　光宏 

係長 能戸　眞悟 

係長 平井　幸喜（兼） 

係長 佐々木　亮 

係長 泉　　泰仁 

係長 本田　　毅 

情報管理係 

交通防災係 

財　政　係 

経理契約係 

税　務　係 

管　財　係 

総　務　係 

行革推進係 

古林　佑介・加賀谷之治（兼）・菅野　義一（兼） 

古林　佑介（兼） 

菅野　義一・長嶺　雄司 

鴨田　　誠・能戸　眞悟（兼） 

工藤　純司・田島　一史・桧森　隼人 
布市　光宏（兼）・成川　　敬（兼）・加賀谷之治（兼）・川森　和美(兼)

鴨田　　誠（兼）・桧森　隼人（兼） 

加賀谷之治（兼） 

商工観光係 

広報広聴係 

まちおこし係 

政策推進係 

係長 中村　達也（兼） 

係長 開発　法起（兼） 

係長 横野　宏和 

係長 伊藤　通康（併） 支所長 伊藤　通康（併） 

係長 白府　敏広（兼） 

係長 加藤　誉美 

係長 加藤　　修（兼） 

係長 星　　輝美 

係長 田沢　　収 

係長 八代　光晴 

係長 伊藤　　優 

係長 川村　　高（兼） 

係長 宮野　　亘 

係長 森　　哲也 

係長 森　　哲也（兼） 

係長 平井　裕美 

係長 長澤まゆみ 

森　　哲也（兼）・平井　裕美（兼） 

係長 
水産普及指導員　磯崎　　功　 

平井　栄治 
 

しあわせ係 

住　民　係 

けんこう係 

住　民　係 

農　政　係 

林務耕地係 

水　産　係 

古丹別支所 

管　理　係 

水　道　係 

下 水 道 係 

事　務　係 

出　納　係 

管　理　課 社会教育課 

学校管理係 

土　木　係 

建　築　係 

町　長 
森　　利男 

教育長 
広瀬　功直 

助　役 
斉藤　栄一 

管　理　課 

公　民　館 

事 務 局 長 

事 務 局 長 

書　記　長 
局長　岡田　貴行（併） 係長　成川　　敬（併） 

係長 小丹保隆二（併） 

係長 小丹保隆二（併） 

苫前町（その他執行機関）機構図 

 

※太字の職員が今回の移動対象者です。 

次の方が３月３１日付けをもって退任されました。 
永年にわたり大変ご苦労様でした。 
（　）内は退職時の職名です 
 
　　　  本　間　史　郎（町民課長） 
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